
令和３年度 神奈川県教科書用図書選定審議会（第３回） 

 

〈審議概要〉 

 

【司会（水沢指導主事】 

 定刻になりましたので、ただいまから、令和３年度神奈川県教科用図書選定審議会第３回を始め

させていただきます。 

 開会にあたりまして、子ども教育支援課長 古島より、御挨拶申し上げます。 

【古島子ども教育支援課長】 

 皆様、こんにちは。子ども教育支援課長の古島でございます。着座にて失礼いたします。 

委員の皆様方におかれましては、御多用のおり、４月の第１回、５月の第２回に引き続き、

３回目となります本日の教科用図書選定審議会に御出席いただきまして、誠にありがとうござ

います。 

５月28日の第２回で御審議いただきました諮問事項の(6)令和４年度使用中学校、義務教育

学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書選定に係る調査研究資料「社会（歴史的

分野）」につきましては、６月の教育委員会に付議して議決されまして、関係機関へ通知いた

しました。 

本日、皆様方に御審議をお願いしますのは、諮問事項の(7)県立特別支援学校の小学部及び中

学部、並びに県立中等教育学校の前期課程において使用する教科用図書の採択についてです。

  

県立特別支援学校の小学部及び中学部の教科用図書の採択につきましては、毎年度、採択替

えを行うこととなっております。 

県立中等教育学校の前期課程の教科用図書の採択については、他の中学校と同様に、無償措

置法第14条の規定に基づいて、無償措置法施行規則第６条各号に掲げる場合を除いて、令和２

年度と同一の教科書を採択しなければならないことになっております。 

なお、社会（歴史的分野）につきましては、令和２年度に文部科学大臣の検定を経て新たに

発行されることとなった教科書があることから、無償措置法施行規則第６条第３号により採択

替えを行うことも可能である旨が、３月30日付け文部科学省通知に示されております。 

県教育委員会では、令和４年度神奈川県立中等教育学校の前期課程使用教科用図書採択方

針に示している通り、「中高一貫教育の特色を踏まえ、学習指導要領に定められた各教科の

目標を達成する上で適切に編集されているか、十分に調査研究を行い、採択に当たる」こと

としております。 

なお、県立中等教育学校の前期課程では、学校ごとに、種目ごとに一種の教科用図書の採択

を行います。 

本日御審議いただき、作成する答申は、今後、８月３日に行われる県の教育委員会に付議し、

審議をいただいた上で、県教育委員会として決定をしていくこととなります。 

本日は、半日日程ではございますが、前回同様、活発な御審議をお願いしまして、挨拶とさ



せていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

【司会（水沢指導主事】 

次に、審議会会長から御挨拶をいただきたいと思います。岩本会長、よろしくお願いいたします。 

【岩本会長】 

 皆さん、こんにちは。岩本でございます。 

本日は、第３回の審議会ということになります。１回目、２回目と皆様に御協力いただきま

して、本当にありがとうございました。 

今回は「県立特別支援学校の小学部及び中学部、並びに県立中等教育学校の前期課程におい

て使用する教科用図書の採択について」が議題でございます。 

皆様方の御協力により円滑に進めてまいりたいと思いますので、本日もどうぞよろしくお願

いいたします。 

【司会（水沢指導主事）】 

 ありがとうございました。 

本日の欠席でございますが、錦委員から欠席の御連絡をいただいておりますことを御報告いたし

ます。 

これより、議事に入ります。ここからの進行は、岩本会長にお願いいたします。 

【岩本会長】 

 それでは、私の方で議事の進行を進めてまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

では、議事の（１）「県立特別支援学校の小学部及び中学部、並びに県立中等教育学校の前

期課程において使用する教科用図書の採択について」、まず、参考資料１～12について、事務

局から説明をしていただき、次に県立特別支援学校小学部及び中学部について、事務局から説

明をお願いいたします。 

【事務局（久本指導主事）】 

 御説明いたします。 

 令和３年度の諮問事項一覧については、写しをお配りしております。 

次に、表紙に参考資料一覧とある冊子を御覧ください。もし、不備等ございましたら、近く

の事務局までお声かけください。 

それでは、参考資料の１ページを御覧ください。参考資料１にあります採択手続きの流れに

ついて説明いたします。 

４月の第１回の選定審議会で御審議をいただき、答申いただいた内容につきまして、表の４

月の教育委員会に付議し、議決をいただいた後、右側にございますとおり、各学校に採択方針・

手続き要領を含め、通知しました。 

県立の各学校では、それを受け、専門委員会を設置した後、選定に向けての図書の調査研究

を進め、採択希望図書表を作成、提出する、という流れになっております。 

そして、本日、第３回の選定審議会で、今回の諮問について御検討いただき、答申していた

だきます。 

今後、それを受け、８月３日の教育委員会定例会で採択、という流れでございます。以上で



す。 

続けて、参考資料２及び参考資料３を御覧ください。県立特別支援学校の小学部及び中学部

が、この採択方針に基づき、手続要領に従って、各学校で調査研究を進め選定していくことを

定めております。 

４ページ、参考資料４は、県立特別支援学校の小学部及び中学部で教科書無償給与の対象と

なる標準的な教科等及び給与形態一覧です。 

続きまして、５ページから53ページの参考資料５は、文部科学省による「令和３年度用一般

図書契約予定一覧」です。 

次に、54ページの参考資料６及び55ページの参考資料７を御覧ください。県立中等教育学校

の採択方針及び採択手続要領です。 

採択方針の内容については、中高一貫教育の特色を踏まえるということが一つの特徴です。

また、採択手続要領については、特別支援学校と概ね同じです。 

続きまして、56ページから60ページの参考資料８を御覧ください。こちらについては、４月

に検討していただきました採択方針ですが、中等教育学校や特別支援学校がどういう点につい

て、どのような視点を持ち、調査研究を進めていくかという観点も含んでおります。 

続いて、61ページ、62ページを御覧ください。参考資料９は、関係法令になっております。 

次に、63ページ参考資料10につきましては、令和２年度から令和５年度に公立小学校で使用

する採択教科書の一覧です。 

次の64ページ参考資料11については、令和３年度から６年度に公立中学校で使用する採択教

科書の一覧です。なお、これらは令和２年10月時点の参考資料となります。 

次に、別冊になりますが、参考資料12を御覧ください。参考資料12は、第２回の審議会で御

審議いただき、県教育委員会が定めた「中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前

期課程教科用図書調査研究の結果『社会（歴史的分野）』（令和４・５・６年度用）」です。 

６月８日の教育委員会定例会で承認をいただいて、市町村をはじめとする採択権者に対して

送付をいたしました。また、県教育委員会のホームページにも載せております。以上が参考資

料１～12の内容でございます。 

ここからは、特別支援教育課の岩佐が御説明いたします。 

【事務局（岩佐指導主事）】 

 よろしくお願いいたします。特別支援学校の各教育部門における教科用図書ついて、御説明

申し上げます。 

まず１点目ですが、資料はございません。教科書制度の概要について御説明いたします。 

学校教育法の第34条第１項には「文部科学大臣の検定を経た教科用図書又は、文部科学省が

著作の名義を有する教科用図書を使用しなければならない」とあります。 

この中で示されている「検定を経た教科用図書」とは「検定教科書」のことをさしており、

一般的に小学校や中学校で使用されている教科書がこれにあたります。 

また、「文部科学省が著作の名義を有する教科用図書」は著作教科書のことをさしており、

障がいのある児童や生徒のために作られた教科用図書であり、点字本や星本がこれにあたりま



す。 

そして、すべての児童・生徒は「検定教科用図書」もしくは「著作教科用図書」を用いて学

習をする必要がある、と示されておりますが、一方、検定・著作本での指導では十分な学習効

果が得られない場合、同法附則第９条により特別支援学校等において、第34条に規定されてい

ない教科書を使用することができるとしています。また、それらを「一般図書」と呼びます。 

つまり、「検定教科書」「著作教科書」以外の「一般図書」を教科書として採択することが

できるというになります。簡単ですが、教科書制度の概要については以上となります。 

続きまして、資料の説明をいたします。資料は２点ございます。まず、１点は、「令和４年

度使用 神奈川県立特別支援学校 小・中学部採択教科用図書一覧(案)」です。これは、今回

の採択教科用図書の一覧となります。 

次にもう１つは、右肩に＜参考＞と書いてある「令和４年度使用 神奈川県立特別支援学校

採択教科用図書調査研究資料」（小学部、中学部）です。 

この右肩に＜参考＞と書いてある資料ですが、こちらは各学校の教育課程に基づき、児童・

生徒の実態に即して選定された図書についての調査研究結果をまとめたものとなります。 

はじめに、この調査研究資料について説明いたします。右肩＜参考＞と書いてある資料を御

準備ください。１枚おめくりいただき、表紙裏面の目次を御覧ください。 

一番上から御説明させていただきます。まずですが、文部科学省検定・著作教科書について、

１ページから６ページについては「検定教科書」、「著作教科書」の記載がされております。 

そして、７ページからは、視覚障害教育部門で使われている「附則第９条」に基づく一般図

書について、調査研究したものです。 

８ページからは、知的障がいのある児童・生徒用の一般図書となります。この８ページから

38ページにつきましては、「特別支援学校採択教科用図書調査研究資料」となります。これま

で県立特別支援学校で採択されてきた一般図書を調査研究し、県の500冊リストとして、まとめ

たものです。 

特別支援学校の教員と特別支援教育課の指導主事が作成メンバーとなり、毎年会議を開いて

おります。この会議について簡単に説明させていただきます。 

この会議では、実際に教科用図書を使用して指導にあたる教員の声を生かしながら、一般図

書500冊について、１冊１冊に見込まれる教育的効果を示した調査研究資料を作成し、各校にお

いて教科用図書を選定するための参考資料として作成提示しております。 

また、「新たに出版される図書にも目を向け、常に更新すること」、という考えから、毎年、

新しい図書と入れ替えており、今年度は13冊を更新し、一般図書500冊としてまとめておりま

す。 

10ページをお開きください。通し番号43番「学校では教えてくれない大切なこと（１１） 

友だち関係（考え方のちがい）」こちらの右の欄に★Newと記載されております。この★Newと

記載されたものが、今年度新しく更新した一般図書となります。他の更新した12冊についても

同様のマークが付いております。 

それでは、この一般図書500冊の表の見方について説明いたします。表の上段の項目を御覧く

ださい。左から「通し番号」「発行者コード」「発行者略称」「図書コード」「一般図書名」

とあります。 

さらにそこから右に３つ目「推奨する教科等」、またその隣「その他で推奨する教科等」と



あります。これは、この図書を教科用図書として使用する教科、推奨する教科を示しています。 

続いてさらにその右隣り「図書の特徴」。こちらでは、図書の構成上の工夫や配慮、児童・

生徒の障がいの状態及び特性を考慮して、調査研究した内容について記されています。 

さらにその右側に「推奨する教科等の指導要領との関連」という項目がございます。それぞ

れ「小学部段階」「中学部段階」「高等部段階」で記載がされております。この「指導要領と

の関連」は、主に「推奨する教科等」との関連を示しています。 

特別支援学校学習指導要領の各教科は学年ではなく段階的に内容を示しています。小学部は

３段階、中学部、高等部はそれぞれ２段階で示されており、この欄についても、学習指導要領

の段階と対応しており、７段階で示しております。 

欄の右側「図書の特性」の欄では、「認知特性とのかねあい」、という項目を設けておりま

す。これは、児童・生徒によっては、必ずしも、文字を追うことのみが情報収集の方法ではな

いという状況があり、これに対応するために、図書の特徴を「視覚」「聴覚」「触覚」「動作」

といった視点でも示しております。 

さらに「その他」の欄では、採択希望を出す上でのポイントになることについて補足をして

います。 

こうした項目を設けることにより、書名のみの一覧表に比べ、個々の児童・生徒に応じた主

体的な図書選択が可能になると考えております。これで、500冊の表の見方についての説明を終

わります。 

次に各学校において採択希望するまでのプロセスにつきまして説明いたします。資料はござ

いません。 

県教育委員会では、各校で選定作業が適切に進められるように、教科用図書事務説明会及び

教科用図書研究会において、関連資料の配付や説明会、図書の展示、相談コーナーを設置する

などしております。 

そして、各県立特別支援学校では、配布された関連資料をもとに専門委員会の中で調査・検

討し、採択希望表を作成します。 

そして、県教育委員会では、各校から提出された採択希望表の内容が適切であるか、ヒアリ

ングや提出資料をもとに調査・検討・指導を行います。 

ヒアリングでは、各校で適正に採択希望されているか、調査・検討をして指導を行います。

この調査・検討指導の中では、期待される教育的効果について、学校に説明をしてもらい、「教

育課程や教科等の目標や内容に即していること」「生徒の実態を踏まえ目標を達成することが

可能な教科書であること」「各教科の関連や学年間など、指導の一貫性を持たせること」をポ

イントとして聞き取りします。このヒアリングを経て、各校の採択希望を確定していきます。 

調査研究資料の39ページをお開きください。こちらに記載しました通し番号501、502の２冊

の一般図書は、先ほど説明いたしましたヒアリングを経て、500冊リスト以外に新たに採択希望

があり、県教育委員会の調査・検討の中で一般図書としてふさわしいと判断した一般図書とな

ります。 

続きまして、「令和４年度使用 神奈川県立特別支援学校 小・中学部採択教科用図書一覧

（案）」を御覧ください。１枚おめくりいただき、表紙裏面、目次を御覧ください。１ページ

から５ページまでは検定・著作教科書を記載しております。６ページからが一般図書となりま

す。 



それでは１ページをお開きください。まず【１視覚障害教育部門】の御説明いたします。視

聴覚教育部門では障がいの程度に応じて、通常の検定本、拡大教科書、点字本を使用します。

主には平塚盲学校、相模原中央支援学校の視覚障害教育部門の児童・生徒が対象となります。 

表の見方について御説明いたします。通し番号の１を御覧ください。光村図書出版の国語シ

リーズ、墨字・拡大教科書（点字）であり、また、光村と書かれた下には［ライト］とありま

す。これは「日本ライトハウス」が点字を出版している、ということを示しています。 

次に、３ページを御覧ください。【２聴覚障害教育部門】です。聴覚障害教育部門は平塚ろ

う学校、相模原中央支援学校の聴覚障害教育部門の児童・生徒が対象となります。国語の授業

では、「国語」「書写」に加えて、一番下にあります「言語指導」の教科書を採択することが

できます。学習指導要領においても、「聴覚障害の教育においては体験的な活動を通して的確

な言語概念の形成を図り、児童の発達に応じた思考力の育成を図ること」とされており、言語

指導の重要性が示されております。言語指導の教科用図書は、この文部科学省著作教科書の中

から選択しています。小学部、中学部の順に記載しております。 

５ページを御覧ください。【３知的障がいのある児童・生徒用】です。知的障がいのある児

童・生徒の多くは附則第９条で規定された一般図書を使用しますが、その他に文部科学省著作

教科書の内、特別支援学校小学部・中学部知的障害者用文部科学省著作教科書、通称星本とい

うものがあります。 

特別支援学校指導要領の各教科は学年ではなく段階的に内容を示しております。小学部は３

段階、中学部は２段階で示されており、星本は、この段階に応じて星の数の１つ～５つで示さ

れており国語、算数、数学、音楽の３教科があります。ちょうど皆さんの机上の前にございま

す、この星が付いた教科書、これが著作教科書となります。 

同じく５ページの【４各部門共通】を御覧ください。「県内各市町村採択検定教科用図書」

とあります。 

特別支援学校の肢体不自由教育部門や病弱教育部門で学ぶ児童・生徒の内、知的障がいのな

い児童・生徒は小学校・中学校と同じ教科の検定教科書を採択することとします。 

発行者については、居住地区の教科用図書を希望したり、児童・生徒の障がいの状態及び特

性を考慮して、学校で調査研究したものを希望したりすることもあります。 

病弱教育部門では、児童・生徒の状況などにより、入院前に通っていた学校と異なる教科用

図書を希望することもありますが、校内で十分な調査研究を行っております。 

また、知的障害教育部門の児童・生徒においても、障がいの状態及び特性を考慮して、下学

年の検定教科書を使用する場合もあります。 

続きまして、【一般図書】です。６ページを御覧ください。まずは、視覚障害教育部門の点

字本です。原典は検定本となりますが、こちらにある図書については、すでに絶版となってい

るため一般図書として著されている点字本です。 

７ページを御覧ください。各部門共通の【知的障がいのある児童・生徒用】です。教科用図

書を選定する上で、子どもたちが興味を持つこと、主体的に取り組めること、より自立して学

習できることが基本となります。教科や内容が同じであっても一人ひとりの障がいの状態や特

性に応じた教科書を選択することが特徴となります。 

実際に採択をしている図書の例を御紹介いたします。「ふわふわあひる」この教科書につい

ては、触って確かめながら、感触・形・文字の学習につなげることができます。このように、



視覚、触覚、聴覚、運動動作感覚など多様な感覚を活かし学習を促進していくことができます。 

各校が調査研究を行うための資料として作成した500冊のリストと、別途学校より希望のあ

った２冊を加えて502冊として採択一覧としております。 

なお、500冊リストの内、学校より採択希望の上がらなかった一般図書についても、年度途中

の絶版による供給不能に対応するため採択一覧に残しております。以上で説明を終わります。 

【岩本会長】 

ありがとうございました。 

 ただいまの事務局の説明にあった、「令和４年度使用 神奈川県立特別支援学校 小・中学

部 採択教科用図書一覧（案）」について、質問や御意見がある方はいらっしゃいますでしょ

うか。 

 何か御質問、御意見等ございましたら、お出しいただければと思います。特にございません

か。 

それでは、質問、御意見ございませんので、せっかくですので、感想等でも結構なのですが、

いくつかお聞かせいただけたらと思います。感想等お持ちの方、何か御発言できる方いらっし

ゃいますでしょうか。 

審議をして決定ということでございますので、いくつか御感想等をいただければというふう

に思っております。私の方で指名をさせていただいてもよろしいですか。どんなことでも結構

でございます。小さなことでも、御発言いただければ有り難いです。 

それでは、倉賀野委員、何か御感想等含めて、御発言いただけますでしょうか。 

【倉賀野委員】 

 今、事務局から説明をしていただきましたが、各教科書等、それぞれ、内容、構成とも特色

をよく掴んでまとめて表現されていたなというふうに思っております。 

 そのような教科書の特徴を挙げていただけると、子どもたちが使う教科書にとって何が必要

で、特に重要なことが何かというところがよくわかるのではないかなというふうに思っており

ます。 

 細かい部分については、もう少し読ませていただければというふうに思います。以上です。 

【岩本会長】 

 ありがとうございました。皆様の机上に教科書の見本がございますので、それを手に取って見て

いただく時間を取りまして、見ながら何か御感想等お考えいただければ有り難いというふうに思い

ますので、５分程時間を取りたいと思いますので、机上の教科書を手に取って見ていただきまして、

何か御意見、またそこで御質問等があればお出しいただければと思います。少し時間を取ります。

よろしくお願いいたします。 

 

それでは、５分程経ちましたので、机上の教科書等を御覧いただきまして、改めまして御質問、

御意見等お持ちでしたら御発言いただけますでしょうか。いかがでしょうか。 

 それでは、いくつか御感想等をいただけたら有り難いと思います。根本委員、いかがですか。 

【根本委員】 

 今、星の付いた教科書を見させていただきました。段階別になっていますということだったので、

どんな感じなのかなと思って中を見たのですが、星が１つの国語の教科書は、絵本のような感じで

始まって、文字が少なく、視覚から見たような構成になっていて、恐らく先生や大人と一緒に「こ



こはこうだね」「これはあれだね」というふうに考察をしながら読んでいったりできるのかなと思

いました。 

 星が２つ、３つとなっていくと、普段、御自分で読めるお子さん向けであったり、少し皆と意見

を出し合ったりできるようなお子さんが使う感じなのかなと思いました。 

 こういう教科書があるんだなというのはちょっと知らなかったので、うちの子は一般図書のほう

を使っているものですので、こういう星の教科書は初めて見ました。 

こういうものがあって、子どもの発達の段階に合わせてわかりやすくできているんだなとわかり

ました。 

【岩本会長】 

 ありがとうございました。 

 では、もう１人程、山本委員、いかがでしょうか。 

【山本委員】 

 まず、個々の内容もそうなのですが、リストの数の多さが、それぞれの学校やそれぞれのところ

にあった教科書が選べる体制になっているんだというふうに思いました。 

 それと、新しく加わった２つの本、501番、502番の「なぜ僕らははたらくのか」という本は、私

達の中学校でも子どもたちの各教室に貼っていて、ちょうど職業といいますか、キャリア教育にな

っていて、同じ目線でこういった教科書を使う子たちの、私達の中学校で学んでいる子どもたちが

同じ本で同じ目線で社会に巣立つことが考えられるのがすごくいいなと思って、こういった本が入

ってくるのがすばらしいなというふうに思いました。 

様々な個性の子どもたちがいると思いますので、この幅の広さといいますか、それがすばらしい

なというふうに思いました。 

【岩本会長】 

 ありがとうございました。 

 それでは、他に御意見、御感想はございませんか。 

 それでは、事務局から説明のありました、特別支援学校、各教育部門の小学部及び中学部、

さらに共通の教科用図書について、この一覧に載ったものについて、本選定審議会において承

認したということで、よろしいでしょうか。＜一同賛同＞ 

ありがとうございました。 

それでは、「令和４年度使用 神奈川県立特別支援学校 小・中学部 採択教科用図書一覧

（案）」につきましては、皆様の承認をいただきまして、原案どおり了承したことといたしま

す。 

 それでは、ここで15分程休憩を取りたいと思います。再開は15時ちょうどということでよろ

しいでしょうか。 

それではよろしくお願いいたします。 

 

（休憩） 

 

【岩本会長】 

それでは、15時になりましたので、再開をしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

それでは、次に、県立中等教育学校前期課程において使用する教科用図書の採択について、



事務局から説明をお願いいたします。 

【事務局（久本指導主事）】 

 御説明いたします。初めに、採択の概要や流れについて御説明いたします。 

参考資料集の 61 ページを御覧ください。関係法令のページでございます。義務教育諸学校

の教科用図書の無償措置に関する法律第 13 条第３項により、「公立の中等教育学校の前期課

程において使用する教科用図書については、学校ごとに、種目ごとに１種の教科用図書の採

択を行うもの」となっております。 

また、令和３年度は、無償措置法第 14 条に基づき、「種目ごとに同一の教科用図書を採択するも

の」となっております。１枚めくって、62 ページを御覧ください。 

ただし、社会（歴史的分野）については、無償措置法施行規則第６条第３号により、令和２年度

に文部科学大臣の検定を経て新たに発行されることとなった教科書があることから、採択替えを行

うことも可能であるとされており、３月 30 日付け文部科学省通知にも示されております。 

54 ページにお戻りいただいて、参考資料６を御覧ください。採択の流れについて御説明いたしま

す。 

４月８日に開催されました、第１回選定審議会の審議結果に基づき、教育委員会の４月臨時

会において、令和４年度に神奈川県立中等教育学校の前期課程において使用する教科用図書の採択

方針を決定いたしました。 

採択方針第１項にございますように、中等教育学校の前期課程においては、中高一貫教育の特色

を踏まえ、学習指導要領に定められた各教科の目標を達成する上において適切に編集されているか、

十分に調査研究を行い、採択に当たることとしております。 

また、その際には、県教育委員会が作成しました「中学校、中等教育学校の前期課程用教科用図

書調査研究の結果」を活用することとしております。 

55 ページの参考資料７を御覧ください。第２項にございますように、学校ごとに、校長を会長と

する専門委員会を設け、採択方針に基づき、十分検討のうえ採択を希望する教科用図書を選定し、

県教育委員会に申し出ることなど、採択の手続についてまとめたものが、こちらの採択手続き要領

です。 

４月の教育委員会定例会において、採択方針を決定した後、両校にこの「採択方針」、「採択手続

要領」を通知しております。 

この方針及び手続要領に基づき、両校では、専門委員会を設け、各校の教育目標、教科の指導方

針、学校や生徒の実情などを考慮し、「採択希望教科用図書一覧」を作成しました。 

それでは、各校の資料について、御説明します。別冊の「令和４年度使用 神奈川県立中等教

育学校の前期課程 採択希望教科用図書一覧（案）」を御覧ください。 

資料の構成を御説明します。表紙をおめくりいただきまして、１ページには、平塚中等教育学校

の採択希望教科書選定一覧が記載されております。 

２ページには、平塚中等教育学校の専門委員会の構成及び審議経過等を記載しております。 

３・４ページは、令和２年度に選定を行った際の国語の「選定理由」、５ページは、その「補足資

料」です。以後、各教科、種目とも同様の構成になっております。 

続けて、65ページを御覧ください。相模原中等教育学校の希望教科書選定一覧です。この後の構

成については、平塚中等教育学校と同様となっております。 

では、平塚中等教育学校の希望図書と選定理由について御説明します。２ページにお戻りくださ



い。 

上の「審議経過」にありますように、５月 25 日（火）から、６月 25 日（金）において、教科書

選定に係る協議を行いました。 

その際、令和３年度は、令和２年度と同一の教科用図書を採択しなければならないことから、各

教科の指導計画や指導方法の更なる改善に生かしていくため、種目ごとに、各教科担当が昨年度の

選定理由や選定した教科用図書の特色等を改めて共有しました。 

ただし、社会科歴史的分野については、今年度新たに発行されることとなった１者を加え、県教

育委員会作成の調査研究資料を活用しながら、全８者の調査研究を行い、採択希望教科用図書を選

定しました。 

それでは、３ページを御覧ください。社会（歴史的分野）以外の種目については、今年度、採択

替えの年度ではありませんので、国語のページをはじめ、昨年度までのものと変更はありません。

また、それに伴い、「選定理由」や「補足資料」の内容についても、変更したところはありませんで

した。 

次に、今年度、新たに１者が加わった社会（歴史的分野）について説明いたします。14 ページを

御覧ください。 

平塚中等教育学校では、日本文教出版株式会社の「中学社会 歴史的分野」を採択希望教科用図

書としています。 

選定にあたっては、まず、中段にありますように、特に、「探究的な活動、課題解決型学習、言

語・表現活動の充実を図る」「多面的・多角的な見方・考え方を働かせる学習が設定されている」

という観点から今年度、新たに発行されることになった１者を加えた全８者の教科書について比

較・検討し、３者に絞りました。 

さらに、この３者の中で検討を行い、「主体的・対話的で深い学びに向けた学習活動に資する工

夫や配慮」に関して、『学習課題』を提示し、『見方・考え方』『深めよう』では、学習課題への

理解を深める問いが掲載され、また、『時系列』『推移』『比較』『つながり』をキーワードとし

た『見方・考え方』が掲載されている。 

「社会の事象やさまざまな資料に対する多面的な見方や考え方、分析して表現する力を培う」に

関して、社会的事象を時期や内容、立場を変えて表にまとめる作業が、編のまとめの『アクティビ

ティ』に掲載されている。 

こうした題材や資料等が、本校生徒の学習に最も適していると判断し、といった理由から、当該

教科書が採択希望教科用図書として挙げられています。以上が、平塚中等教育学校の希望図書と採

択理由になります。 

続いて、相模原中等教育学校の希望図書と選定理由について御説明します。65 ページを御覧くだ

さい。こちらが、相模原中等教育学校の採択希望教科用図書一覧です。 

66 ページの「審議経過」にありますように、６月８日（火）から６月 22 日（火）において、教

科書選定に係る協議を行いました。 

その際に行った教科書選定に係る協議の流れについては、平塚中等教育学校と同様です。 

67 ページを御覧ください。社会（歴史的分野）以外の種目については、今年度、採択替えの年度

ではありませんので、国語をはじめ、昨年度までのものと変更はありません。また、それに伴い、

「選定理由」や「補足資料」の内容についても、変更したところはありませんでした。 

それでは、今年度、新たに１者が加わった社会（歴史的分野）について説明します。78 ページを



御覧ください。 

相模原中等教育学校では、日本文教出版株式会社の「中学社会 歴史的分野」を採択希望教科用

図書としています。 

選定にあたっては、まず、中段にありますように、「生きて働く「知識・技能」を習得するため

の工夫や配慮」「情報活用能力の育成」等の生きて働く「知識・技能」を習得するための工夫や配

慮」「情報活用能力の育成」等の観点を設け、今年度、新たに発行されることになった１者を加え

た全８者の教科書について比較・検討し、３者に絞りました。 

さらに、その３者の中で検討を行い、「社会的事象について生徒が多面的・多角的に考察、構想

し、表現するための工夫や配慮がなされているか」に関しては、社会的事象を時期や内容、立場を

変え表にまとめる作業や、各時代の特色や出来事についての表現活動が『学習の整理と活用』『ア

クティビティ』に掲載されている。 

「主体的・対話的で深い学びに向けた学習活動に資する工夫や配慮」に関しては、各学習内容に

おいて、『学習課題』を提示し、『見方・考え方』『深めよう』では、学習課題への理解を深める

問いが掲載されている。また、各編は、導入のページと振り返るまとめのページが掲載されている。 

などの理由から、当該教科書が採択希望教科用図書として挙げられています。以上が、相模原中等

教育学校の希望図書と採択理由になります。説明は以上です。 

【岩本会長】  

ありがとうございました。 

 ただいまの事務局の説明にあった「令和４年度使用 神奈川県立中等教育学校の前期課程 

採択教科用図書一覧（案）」について、質問や御意見がございましたら、お願いいたします。 

 津田委員。 

【津田委員】 

 小田原市の津田です。お願いします。今、事務局のほうからも説明はあったかと思うのです

が、もう一度確認をさせていただきたいなと思いまして、手を挙げさせていただきました。 

県立の中等教育学校の前期課程の採択というところで、学校ごとに採択ということでよろしい

でしょうか。 

平塚市の中等教育学校でしたら、平塚市立の中学校は平塚市さんのほうで、市町村のほうで採

択をすると思いますが、それとは別というところで、学校での採択という確認をさせていただき

たいと思います。 

【岩本会長】 

 それでは、事務局お願いいたします。 

【事務局（本間グループリーダー）】 

 御質問ありがとうございます。事務局より回答いたします。 

 県立中等教育学校の採択にあたっては、県教育委員会が行うことになっていますが、今の御

質問は、中等教育学校の前期課程に通う同年代の子どもたち、この子どもたちと同年代の子は、

公立中学校に通っている年代の子どもたちということになっています。 

 市町村立の中学校で使用する教科書については、採択権者である市町村教育委員会が採択す

ることとなっておりますので、例えば、平塚市の市立中学校においては、どの学校でも同じ教

科書を使うこととなっております。 

 ところが、県立の中等教育学校においては、先ほどの事務局からの説明のとおりでして、無



償措置法第13条の第３項において「公立の中等教育学校の前期課程において使用する教科用図書

については、都道府県の教育委員会は、学校ごとに、種目ごとに一種の教科用図書の採択を行う

ものとする。」と規定されております。 

 県教育委員会が採択するものではあるのですが、学校ごと、種目ごとに一種の教科書を採択す

ると規定されていることから、それぞれの学校で使用する教科書については、教科によっては異

なる場合もあるということになります。 

 なお、具体的に現在どのような教科書を使用しているのかと申しますと、参考資料一覧の資料

11、64ページを見ていただけますでしょうか。64ページの下のほうに、県立中等教育学校前期課

程、そして市立高等学校附属中学校で現在使用している教科書が掲載されています。上から１つ

目、２つ目を見ていただくと、１つ目が平塚中等教育学校、２つ目が相模原中等教育学校となっ

ておりまして、例えば書写の教科書については、平塚においては教育出版、相模原においては光

村をそれぞれ使用しているということとなっており、これまでにも異なる教科書を使っている種

目もあるということとなっています。以上です。 

【岩本会長】 

 津田委員、よろしいですか。ありがとうございます。 

 他には何かございますか。 

 礒部副会長。 

【礒部副会長】 

 前回、選定会議で皆さんと検討した資料、そういったものがこの中等教育学校の資料の検討、教

科書の検討にどのように活用されたのかというところを質問したいと思います。 

【岩本会長】 

 事務局お願いいたします。 

【事務局（本間グループリーダー）】 

 御質問ありがとうございます。前回、５月の第２回選定審議会において皆様に御審議をいた

だいて、その上でいただいた答申に基づき、調査研究の結果として、県教育委員会が定めたも

のを各中等教育学校に送付いたしました。 

 その資料の具体は、別冊となっております参考資料の12になります。この中身を見ていただ

きますと、こちらが前回第２回の選定審議会において皆様に御審議いただき、その後、県教育

委員会あて答申をいただいた資料を原形としまして、県教育委員会が定めたものとなっており

ます。 

 改めて、参考資料の54ページにある採択方針を御覧いただけますでしょうか。各中等教育学校で

は、この方針の１の後半にありますとおり、今年度作成した調査研究の結果を活用して、調査研究

を行っています。 

その結果が、先ほど事務局から説明した選定理由として、平塚中等教育学校においては14、15ペ

ージに、また補足資料としては16～18ページ、相模原中等教育学校については、78、79ページに、

補足資料として80～82ページにまとめられております。 

ぜひ、この平塚中等教育学校、相模原中等教育学校がまとめた資料の補足16～18ページ及び80～

82ページを御覧いただきたいと思います。以上です。ありがとうございました。 

【岩本会長】 

 ありがとうございました。 



 他には御質問、御意見ございますか。 

 もしも無いようでしたら、感想でも結構なのですが、御発言いただけますでしょうか。 

 私のほうでお願いしてもよろしいでしょうか。 

 加藤委員、何かございましたらお願いいたします。 

【加藤委員】 

 中教育事務所の加藤です。御説明ありがとうございます。 

 中等教育学校の前期課程ということで、県立ではあるのだけど、中高一貫教育の特色を踏まえる

という考えの基、それぞれの学校で学校教育目標等々、検討などして教科書を選んでいるという、

そういう進め方が今回わかりましたので、ありがとうございました。以上です。 

【岩本会長】 

 ありがとうございました。 

 他にはいかがですか。 

 それでは、大変申し訳ございません。先ほどと同じように５分程時間を取りたいと思いますが、

机上の教科書、歴史のほうを、前回も見ていただいているところでございますが、見ていただきな

がら、もし何か感想等ございましたら、お考えいただきたいというふうに思います。よろしくお願

いいたします。 

 

 それでは、５分程経ちましたので、教科書を御覧になりながら何か御感想等お持ちになられた方

はいらっしゃいますでしょうか。 

 それでは、鎌上委員、何かございましたら一言お願いいたします。 

【鎌上委員】 

 教科書ですとか資料を見させていただいて、本当にきちんとした調査研究が細かく行われていて、

そこでさらに現場の先生方の意見も取り入れて選ばれているという課程がわかり、本当にとても有

り難く感じました。 

 でも、やはり１冊１冊が重たいなと少し感じまして、今、小・中学生は鞄が重くて大変というこ

とも聞きますので、たぶん学校によって普段の勉強で使わないものは学校に置いていっていいよと

いう処置が段々取られているとは聞くのですが、その辺りは、デジタルの資料なども上手く取り入

れていっていただければいいなということを感じました。ありがとうございます。 

【岩本会長】 

 どうもありがとうございました。 

 他にはございませんでしょうか。 

 山田委員、お願いします。 

【山田委員】 

 神奈川県教育委員会子ども教育支援課の山田と申します。 

 中等教育学校の２校、歴史のところを比較して見ていたのですが、平塚のほうは本校が目指す学

校像というところと、相模原のほうは教育目標というところで、目指すところということで、言葉

は違いますけれども、同じようなところから考えていて、他の教科も、このような視点を持って、

生徒に最も適しているところを考えて選定されているというのを感じました。 

 それから、理由もそれぞれ、ちょっと違う視点から適切に分析をして、その結果選定していると

いうことがこの資料から読み取れるかなと思います。 



【岩本会長】 

 どうもありがとうございました。 

 他はいかがですか。特によろしいでしょうか。 

それでは、事務局から説明のありました、県立中等教育学校の前期課程については、学校ご

との採択となりますので、まず、県立平塚中等教育学校前期課程で使用する教科用図書につい

て、この一覧に載ったものについて、本選定審議会において承認したということで、よろしい

でしょうか。＜一同賛同＞ 

ありがとうございました。 

では、次に県立相模原中等教育学校前期課程で使用する教科用図書について、この一覧に載

ったものについて、本選定審議会において承認したということで、よろしいでしょうか。＜一

同賛同＞ 

ありがとうございました。 

それでは、「令和４年度用県立中等教育学校の前期課程採択教科用図書一覧」につきまして

は、皆様の承認をいただきまして、原案どおり了承したことといたします。 

では、「その他」になりますが、事務局から何かございますか。 

【事務局（久本指導主事）】 

 特にございません。 

【岩本会長】 

委員の皆様から「その他」で何かございますか。よろしいですか。 

それでは、その他の事項は「なし」ということで、本日の議題は全て終了いたしました。本

日承認いただきました諮問事項の（７）につきましては、この後、会長の私の方で、答申書を

作成して、教育委員会へ提出したいと思いますが、よろしいでしょうか。＜一同賛同＞ 

それでは、御了解いただきましたので、そのようにしたいと思います。御協力ありがとうご

ざいました。 

それでは、以後の進行を事務局にお願いいたします。 

【司会（水沢指導主事）】 

会長、副会長並びに委員の皆様、ありがとうございました。以上で、本日の議事は、全て終

了となります。 

 そして、第１回及び第２回を含め、諮問させていただきました７つの事項について、全て審

議をしていただいたことになります。 

なお、本年度の選定審議会会議につきましては、全て終了させていただくことになります。 

 したがいまして、委員の皆様の任期につきましては、令和３年８月31日までとなっておりま

すが、会としてお集まりいただくのは本日が最後となります。 

では、審議会の閉会にあたり、御尽力いただきました、会長と副会長から御挨拶をいただきた

いと思います。 

 それでは、岩本会長、お願いいたします。 

【岩本会長】 

 いただきました７つの諮問事項につきましては、皆様の御協力のもと、無事に終了いたしま

した。 

 教科書採択につきましては、市の教育委員会の教育長となりまして、今度は採択をするほう



の立場になりまして、本当にその重さを感じているところでございます。 

 教科書につきましては、いずれの教科書も検定を通っているということから、採択にあたっ

てはどの教科書がいいとか悪いとかではなくて、県、市町村の子どもたちに最もふさわしいも

のを選ぶと、そういう観点で選んでいることになるだろうと思っています。 

 今回、県の採択審議委員、またその中で会長ということで、お話をいただきましたところで

ございますが、本当に身が引き締まる思いでございました。今回、３回の会議を終えて今ほっ

としているところでございます。 

審議にあたりまして皆様の御協力をいただきましたことを、改めて感謝申し上げて、挨拶と

させていただきます。どうもありがとうございました。 

【司会（水沢指導主事）】 

ありがとうございました。 

続いて、礒部副会長、お願いいたします。 

【礒部副会長】 

 ここまでの御審議、御協力、本当にありがとうございました。 

 学校の人間として、私も30数年前、小学校で勤め始めたのですが、その時の先輩の先生から

「教科書を教えるんじゃないよ。教科書で教えるのよ。教科書で何を教えるのかちゃんと考え

なさい」という言葉を本当に今でも思い出します。 

 皆様の御審議、またその基になるそれぞれの学校や教育委員会の専門員の方々の本当に努力

の賜物で、調査研究がされ、学校の手続きがあって、それぞれの学校に教科書が届いていくわ

けですけども、現場の人間としては、その上でさらに子どもたちの教育が充実できるように、

１時間、１時間の授業が充実できるように、教職員の技術をもっと磨いていくというところが

私に求められる仕事かなというふうに思っております。 

 改めて、教科書について学ばせていただきました。本当にありがとうございました。御協力

ありがとうございました。 

【司会（水沢指導主事）】 

 ありがとうございました。 

以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

 最後に、教育委員会を代表しまして、子ども教育支援課長より、閉会の御挨拶を申し上げま

す。 

【古島子ども教育支援課長】 

皆様、ありがとうございました。丁寧に御審議いただきまして、本当に感謝申し上げます。 

改めまして、岩本会長、礒部副会長、本当にありがとうございました。 

今、事務局からございましたように、皆様の任期につきましては８月31日までとなってござ

います。 

市町村等で急に御相談があって、この選定審議会にどうしても御相談しなければならないと

いう場合につきましては、会長・副会長と御相談したうえで、必要となりましたら皆様にお集

まりいただく場合もあるかもしれません。是非ともその点につきましても御了解いただけまし

たら、有り難いと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、４月、５月そして本日と３回に渡りまして、御参集いただきまして、御協力を賜り、

ありがとうございました。 



県教育委員会といたしましても皆様の御審議を大切にしながら、さらに学校教育の中でそれ

ぞれの教科用図書をもとに適切な指導がなされるよう、各特別支援学校、中等教育学校に対し

ましては、引き続き指導してまいりたいと考えております。 

また、市町村教育委員会におかれましても、御理解、御協力を賜ってまいりたいと考えてお

りますので、今後とも、お力添えいただければと存じます。本日は誠にありがとうございまし

た。 

【司会（水沢指導主事）】 

 それでは、終了とさせていただきます。 

お忘れ物のないようお帰りください。ありがとうございました。（終了） 

 


